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主論文要旨   

 

高画質デジタル画像の容易な編集，加工は高精度の顔画像美顔補正を実現し，美容を始

めとした様々な分野の研究開発へ貢献が大きい．美顔補正にはユーザー側の身近な製品

上で簡単な操作によって高速かつ自然な補正を実現する必要がある．その処理は形状と

テクスチャを区別して各々の補正を行う．本研究は形状補正に着目し, 自然かつ高速な

美顔補正を実現する．従来の補正手法は変形の高精度化に伴って膨大な計算量が必要と

なる．さらに，個人の特徴を十分に考慮できていないことから形状変化が不自然になっ

てしまうなどの問題があった．本研究では上記やその他の問題の改善に関し，以下の 4

つの成果を得た．なお，本研究で述べる美顔とは形状やテクスチャの美しい顔を示す． 

(1) 画像の形状変化手法 B-spline 変換による形状変化手法は自然で滑らかな形状変

化を実現する反面，形状変化に多少の誤差を含有する．この誤差低減手法として提案さ

れた multi-level B-spline 変換は高精度な形状変化を実現するが，精度向上に伴い多量

の計算を必要とする．本研究では B-spline 変換を基に形状変化に必要な変形パラメー

ターを動的に最適化することにより高速化と不自然さの低減を実現した． 

(2) テンプレート化による高速な形状補正 幅広いプラットフォームでの美顔補正実

現に際し，処理の自動化・高速化が必要となる．本研究では B-spline 変換による不自

然さのない変形量をテンプレート化（table 化）し，補正実行時には table に登録した

補正量を利用することで同様の補正を高速に実現した．またこの手法により開発を行っ

た小顔補正アプリケーションを実装した携帯電話がすでに発売されている． 

(3) 機械学習による補正量の自動推定 事前の機械学習により，学習画像に対してユー

ザーが行った補正を高精度に再現可能とする．提案手法では多数の学習画像に補正を施

した際の特徴成分の変異から連続関数を作成することで新規の補正対象画像に対する

補正量の推定を行った．また同手法を用いた表情変化による印象変化手法も提案する． 

(4) 形状とテクスチャの補正による美顔補正 上記提案手法による形状補正とメイク

転写によるテクスチャ補正を同時に実現する全自動美顔補正システムを開発した．現在

製品化に向け作業進行中である． 


